消散係数の導出過程

2水深の放射照度から消散係数を導く過程を以下に示す。水面直下の上方向分光放射輝度Eu(0)は次式で表される。
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　 (1)
　ここでEu(z)は深さzにおける上方向分光放射照度、Kuは消散係数を表している。(1)式について、それぞれ深さz1，z2を代入すると次式となる。
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　(2)，(3)式それぞれを変形したものを次式に示す。
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　(4)，(5)式それぞれについて対数をとり、次式に示す。
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　(6)，(7)式よりKuについて解を得るため、(7)式から(6)式を引くと、次式に示すようになる。
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 ここで、
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という関係を用いて(8)式の右辺を整理すると、次式のようになる。
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したがって(9)式より消散係数Kuについて解を得ると、次式のような結果となり消散係数が求められる。
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